
第１６回国際シンポジウム 

 

テーマ：震源地宗像震度７ あなたにできること 

～情報が届きにくい方への支援を考える～ 

  日本赤十字九州国際看護大学    

第 16 回国際シンポジウム 
 

 

 

 

 

地震が起こった際、避難所での生活を想像した事はありますか？ 

視覚、聴覚、知覚、精神障害者・外国人・高齢者はどのように避難所で生活を送っているか知っています

か？ 

今回、災害時に情報が届きにくい方が抱えている問題やニーズを理解して、私達にできることを参加者

全員で考えていこうと思います。 

プログラム（予定）  

13:00~13:10  開会式 

13:10~13:40  第 1部 学生による基調報告 

13:40~14:40      講演「福祉避難所における支援」 

演者：全国訪問ボランティアナースの会 キャンナス熊本   

コーディネーター   高橋 誠 氏 

14:40~15:00  休憩 

15:00~16:00  第 2部 避難所運営シュミレーションゲームの実施 

16:00~16:20          意見交換 

16:20~16:30  閉会式 

 

＊日 時 2016 年 11 月 6 日（日）13:00～16:30 

＊場 所 日本赤十字九州国際看護大学 

              実習棟 2階 ラーニングコモンズ 演習室 

＊ア ク セ ス 西鉄バスが赤間駅南口と天神から運行しています。 

＊お問い合わせ先  電話番号：0940-35-7001（大学代表） 

メールアドレス：kokusai@jrckicn.ac.jp（国際看護実践研究センター） 

※事前申し込みの必要はありません。 

 

 

震源地宗像震度７ あなたにできること 

―情報が届きにくい方への支援を考える― 

 

カードを使い、避難所の運営を 

模擬体験するゲームです！！ 


